
十
年
間
に
わ
た
っ
て
維
持

で
き
て
い
ま
す
。

佐
々
木
し
ょ
う
い
ち
市

議
は
、
こ
の
理
由
と
し
て

「
民
間
企
業
と
違
い
、
高

額
な
役
員
報
酬
や
株
式
配

当
が
必
要
な
い
こ
と
。
さ

ら
に
は
内
部
留
保
の
蓄
積

を
迫
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

公
営
事
業
の
成
果
」
で
あ

る
こ
と
を
市
当
局
に
確
認
。

そ
の
う
え
で
、
ガ
ス
事

業
を
「
儲
か
っ
て
い
る
う

ち
に
、
あ
る
い
は
高
く
売

れ
る
う
ち
に
民
間
に
売
り

払
え
」
と
い
う
議
論
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
市
民
・
利
用
者
不
在

の
「
民
営
化
先
に
あ
り
き
」

で
将
来
の
ガ
ス
事
業
の
あ

り
方
が
検
討
さ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

主
張
。

市
当
局
も
、
「
オ
ー
ル

電
化
の
流
れ
の
中
で
、
ガ

ス
事
業
の
あ
り
方
の
検
討

は
必
要
だ
が
、
市
民
本
位

の
立
場
を
堅
持
す
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
に
は
、
小

学
校
就
学
援
助
費
2
億
５

４
６
２
万
円
、
中
学
校
就

学
援
助
費
1
億
７
３
７
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
木
：
小
学
校
、
中
学
校

の
新
入
学
児
童
生
徒
の
入

学
時
の
負
担
額
、
年
間
負

担
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

大
津
市
：
入
学
時
に
制
服

や
体
操
服
、
学
校
が
指
定

す
る
必
要
な
経
費
で
、
小

学
校
で
１
万
２
千
円
、
ほ

か
に
給
食
費
な
ど
で
年
間

６
万
９
千
円
。
中
学
校
で

は
入
学
時
に
は
５
万
１
，

千
円
、
年
間
４
万
４
千
円

八
木
：

答
弁
さ
れ
た
額
を
援
助
費

の
「
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
等
」
で
ま
か
な
え

る
の
か
。

市
：
必
要
経
費
と
援
助
費

の
差
は
小
学
校
で
６
千
円

下
回
り
、
中
学
校
で
４
万

８
２
０
０
円
下
回
る｡

学

校
に
対
し
て
は
、
援
助
費

を
念
頭
に
必
要
経
費
を
精

査
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。
大
津
市
の
就
学
援
助

費
は
、
平
成
16
年
度
ま
で

の
国
庫
補
助
が
あ
っ
た
当

時
の
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。

廃

棄

物
の
入
っ

た

ド

ラ

ム
缶
が
発
見
さ
れ
た
唐
崎

国
有
地
で
の
汚
染
除
去
に

つ
い
て
、
つ
か
も
と
正
弘

市
議
は
取
り
組
み
の
現
状

と
隣
接
す
る
市
民
セ
ン
タ
ー

予
定
地
で
の
調
査
に
つ
い

て
の
市
の
方
針
を
質
問
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
教
地

区
で
も
あ
る
唐
崎
駅
周
辺

で
図
書
館
や
児
童
館
な
ど

の
公
共
施
設
を
整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
、

大
津
市
の
考
え
方
を
た
だ

し
ま
し
た
。

「
国
有
地
で
は
現
在
国

が
対
策
を
と
っ
て
お
り
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
つ
い
て
は
安
全

に
保
管
す
る
た
め
の
施
設

を
現
地
で
整
備
し
て
い
る
、

染
み
出
し
た
有
機
化
合
物

に
つ
い
て
は
浄
化
対
策
を

と
っ
て
お
り
、
周
辺
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
監
視
井

戸
な
ど
で
モ
ニ
タ
ー
を
し

て
い
る
。
市
民
セ
ン
タ
ー

用
地
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
詳
細
な
調
査
を
す
る
予

定
」
と
答
弁
。

駅
周
辺
の
施
設
整
備
に

つ
い
て
は
、
当
面
考
え
て

い
な
い
と
答
え
ま
し
た
が
、

こ
の
国
有
地
と
と
も
に
穴

太
団
地
跡
地
な
ど
広
大
な

公
共
用
地
が
あ
り
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
か
検
討
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

石
黒
：

地

域

包

括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
安
心
長

寿
相
談
所
）
の
充
実
が
必

要
だ
が
今
後
の
計
画
は
ど

う
か
。

大
津
市
：
相
談
件
数
が
増

え
、
さ
ら
に
3
チ
ー
ム
の

増
設
が
必
要
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
の

な
か
で
検
討
す
る
。

石
黒
：
在
宅
ケ
ア
を
進
め

て
行
く
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
ー
ベ
ッ
ト
の
確
保
が

大
切
。
大
津
市
と
し
て
の

考
え
を
問
う
。

市
：
突
発
的
な
申
し
込
み

に
応
え
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
る
が
、
空
き
ベ
ッ
ド
の

確
保
は
定
期
的
な
利
用
の

制
限
に
つ
な
が
り
、
財
政

負
担
も
大
き
く
困
難
で
あ

る
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

枠
を
増
や
す
方
向
で
考
え

て
い
き
た
い
。

石
黒
：
高
齢
者
が
集
い
、

趣
味
や
余
暇
を
楽
し
む
場

「
サ
ロ
ン
」
は
、
現
在
地

域
格
差
が
あ
る
。
充
実
の

た
め
、
大
津
市
は
支
援
す

べ
き
。

市
：
サ
ロ
ン
は
自
主
的
活

動
で
あ
る
。
現
在
、
社
協

や
自
治
会
に
よ
る
支
援
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、

行
政
の
直
接
支
援
は
適
切

で
は
な
い
。
交
流
の
中
で

サ
ロ
ン
も
増
え
、
質
も
上

が
っ
て
い
く
と
期
待
す
る
。

岸
本
：
生
徒
の
昼
食
実
態

と
、
実
施
に
向
け
た
調

査
委
員
会
を
立
ち
上
げ

る
べ
き
で
は
。

大
津
市
：
本
市
は
家
庭
の

手
作
り
弁
当
を
基
本
と

し
て
お
り
、
変
更
す
る

つ
も
り
は
な
く
、
調
査

委
員
会
も
立
ち
上
げ
な

い
。

岸
本
：
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
お
弁
当

を
持
っ
て
こ

な
い
子
や
食

事
を
抜
い
て

い
る
子
が
い

る
。
市
は
そ

の
よ
う
な
実

態
も
知
ろ
う

と
せ
ず
、
自

己
責
任

と
す
る

の
か
。

市
：
平

成
２
０

年
度
の

調
査
で
は
、
９
０
％
の

子
供
た
ち
が
弁
当
を
持

参
し
、
そ
の
他
は
コ
ン

ビ
ニ
や
購
買
等
を
利
用

し
て
い
る
。
弁
当
を
持
っ

て
こ
ら
れ
な
い
子
に
つ

い
て
は
、
ご
く
一
部
で

学
級
担
任
が
個
々
に
対

応
し
て
い
る
。

給
食
は
ど
の
子
も
平
等

に
食
育
や
栄
養
補
給
が
保

証
さ
れ
る
も
の
で
す
。

持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
子
供

が
増
え
て
い
る
中
で
、
手

作
り
弁
当
だ
け
が
教
育
的

意
義
と
い
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。

唐
崎
国
有
地
の
現
状
と
駅
周
辺
の
施

設
整
備
に
つ
い
て

つ
か
も
と
正
弘

市
議

↑旧志賀町での給食の
一例（2005年）

制
服
が
買
え
な
い
―
実
態
に
見
合
っ
た

就
学
援
助
費
に

八
木

修

市
議

高
齢
者
が
在
宅
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
医
療･

介
護
対
策
を

石
黒
か
づ
子

市
議

子
ど
も
た
ち
の
昼
食
の
実
態
調
査
と

中
学
校
給
食
実
現
を

岸
本
の
り
子

市
議

↑市内でのデイサービスの様子

（右から3人目が利用者の方と懇

談する石黒市議）




